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平成 31 年 1 月，収去検査において，ベトナム産のバナメイむきえびから，合成抗菌薬のサルファ剤であ

るスルファメトキサゾールが検出された．スルファメトキサゾールは食品衛生法の食品等の成分規格とし

て含有してはならないとされており，成分規格違反が疑われた． 

そこで対象試料を用いた繰り返し試験，えびにおけるスルファメトキサゾールの試験法の妥当性評価及

び液体クロマトグラフ-飛行時間型質量分析計（以下，「LC-QTOFMS」とする．）での確認試験を実施し

た． 

 対象試料を用いた繰り返し試験を行った結果，濃度平均値は 0.016ppm で回収率も良好であった．えびで

の試験法の妥当性評価を行った結果，性能パラメータは目標値に適合した．また，LC-QTOFMS でのライ

ブラリとの照合により，対象試料から検出された化合物はスルファメトキサゾールと判断した． 

 


